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●コミュニティバスの利用について（既存ルートの確認）

通学部会資料No.6「自転車通学の検討

について」において、自転車通学を導入

する方向で検討する場合、コミュニティ

バスの利用に関する検討よりも自転車通

学導入のための検討を優先して進めてい

くことになりますが、安全面などの問題

から自転車通学の導入を見送る場合、通

学が困難な地区に対し、コミュニティバ

スを活用した通学支援の検討が必要にな

ります。

検討ポイント（検討を進める順番等）

ポイント① 既存ルート(時刻表等)の確認

ポイント② 対象地区の検討

ポイント③ 運用方法(専用の時間帯を設ける など)の検討

ポイント④ 実現性(委託できるかどうか)の確認・協議(※事務局-総務課-業者)

現在は…

●ペガサス号 ●ささゆり号 ●ほほ笑み号

の３台で巡回しています。

※写真はささゆり号（上牧町ホームページから）
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コミュニティバス巡回ルート 現在の運行ルートでは、金富地区・梅ヶ丘地区へは「ペガサス号」のみが

巡回していますが、下表のとおり「ペガサス号」の始発は８:４０であるこ

とから、最短距離で当該地区を巡回しても登校時間には間に合いません。
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参 考
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●対象地区の検討について

対象地区の検討（選定）については、コミュニティバスの乗車定員等を考慮しながら慎重に進める必要があります。

令和７年度(２０２５年度)推計値

※本地図における地区の境界については、一部規則に準じて本来の境界と異なるところがあります。

地 区 名 推計人口

南上牧(中筋出作含む) 14

プレステアーバン西大和 6

五軒屋 1

三軒屋 8

北上牧 37

松里園 18

葛城台 39

米山台 46

小 計 169

緑ヶ丘 8
下牧２丁目 5

下牧３丁目 9
金富 1
梅ヶ丘 0
友が丘 26
片岡台１丁目 13
片岡台２丁目 17
片岡台３丁目 20

桜ヶ丘１丁目 9

桜ヶ丘２丁目 19

桜ヶ丘３丁目 17

小 計 144

新町 2

滝川台 39

服部台 32

ゆりが丘 8

下牧１丁目 19

ささゆり台 43

小 計 143

合 計 456

バス名 乗車定員(運転手除く)

ペガサス号 ９人

ささゆり号 １３人

ほほ笑み号 ９人

※３台同時稼働しても ３１人／便

通学部会資料NO.3「通学時間等の概算について」において要

対策Ａ～Ｃランクとした地区の令和７年度推計人口(中学生)

は７４人となっていますが、コミュニティバスの乗車定員は

３台あわせても３１人であることから、下校（帰宅組と部活

動組に合わせた便数）のこと、コミュニティバスを独占して

しまうこと等を考慮すると、現実的には運用が難しいと考え

られます。

あくまでも通学が困難な地区への措置として、
対象地区を限定する必要があります。

※半径距離等で境界を設定した場合は、自転車通学の検討と

同様に「境界問題」が生じると考えられます。
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●運用方法の検討について（事務局案）

資料Ｐ.４に記載のとおり、コミュニティバスの乗車定員等の関係から要対策判定Ａ～Ｃの地区すべて（Ｒ７年度推計値:７４人）にコミュ

ニティバスによる通学支援を提供することは難しく、仮にＡ～Ｂの地区に限定（Ｒ７年度推計値:３５人）したとしても、同様に難しいと考え

られます。また、資料Ｐ.２に記載のとおり、現在、始発時間が登校にはマッチしないものの金富地区・梅ヶ丘地区には「ペガサス号」が巡回

しています。

これらのことを踏まえ、次のような方針を事務局案としてご提案いたします。

事 務 局 案

① 対象地区は「金富地区」と「梅ヶ丘地区」に限定する ② 「ペガサス号」のダイヤ変更等を検討・調整する

※コミュニティバスの

乗車定員等の関係か

ら、統合時点での対

象地区は右の２地区

に限定し、今後、生

徒数の減少等により

他の地区も含めた運

用が可能になれば、

対象範囲の拡大も検

討します。

※現在、「ペガサス号」の始発時間

は８：４０となっていますが、当

該始発時間前に「中学校登校支援

専用ダイヤ」を設定できるよう、

総務課・業者と協議します。

※下校時については、部活動組と帰

宅組の２通りの下校時間が想定さ

れ、対象生徒数によってニーズが

異なると思いますので、将来的な

人口推計に応じて●既存ダイヤで

乗り入れるのか●専用ダイヤを設

けるのか等について、総務課・業

者と協議します。


